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近年､Leblancらにより､ l)･一･ 8)thermofielddynlnics(TFD)9)に基づく有限温度におけ

る超弦理論が研究されている｡特に､TFD形式は熱的場の くり込みを実行する際に非常に有効

である｡したがって､TFD形式によって定式化された熟的超弦のくり込み可能性を調べてみる

ことは興味深い問題の 1つである｡

Leblancl)はconyentionllrepresentationofthermalpropagator(CRTP)に基づくTFDの

計算法にしたがい､熟的閲ポゾン弦および Ⅰ型Neyeu-SchylrいRanond(NSR)熱的開超弦の 1-

ループ振幅を計算し､赤外発散のくり込みについて議論 した｡CRTPは通常の熱的場の理論を

TFD形式で定式化する場合に広 く用いられていたものであるが､この表示法により､熱的開ポ

ゾン弦および Ⅰ型NSR熱的間道弦の 1-ループ振幅に現われる赤外発散のくり込み見通し良 く

実行することは困難である｡この困難を解決するために､Leblanc2)はl'mproYedrepresentat-

ionofthermalpropagator(!RTP)を提案し､この表示法に基づいて､Neyeu-Scherlの方法 10)

により熱的閲ポゾン弦のくり込みを実行 した｡さらに､FujislHと Nakagaya6)･1 7)はIRTPに

基づ くTFD形式における熱的開ボゾン弦のくり込み可能性 を詳 しく検討し､次の結果を得た｡

まず､熱的開ポゾン弦のくり込みならびにゲージ不変性の熱的安定性が､ 1-ループ平面振幅

のNeyeu-Scherkの方法による正則化をとおして､明かにされた｡つぎに､熱的開ポゾン弦の く

り込み可能性に関する最高温度として､一般に知 られていた開ポゾン弦のIlagedorn温度

β｡Il-1/47r√α'より高い温度 βH~l-1/27r√2a'が出現することが示された｡ こ

こで､a'はReggeslopeparameterである｡従って､これらの研究の発展として､lRTPに基

づ くTFD形式によって､ゼロ温度において確立されたGlioZZ卜Scherト0liye(GSO)の方法により

射影された Ⅰ型NSR関超弦の 10次元時空における超対称性とゲージ不変性の熟的安定性を調

べることがこの報告の目的である｡なお､紙面の都合上､計算の詳細は参考文献 8)をご覧い

ただくことにし､ここではその概略を述べる｡

まず､iRTPに基づ くTFDの計算法に従い､GSO射影を施 した Ⅰ型NSR熱的関越弦模型におけ

る皿aSSlessrectorbosonの 1-ループ平面振幅の表式を導出した｡つぎに､その有限温度 に

おける皿aSSlessrectorbosonの 1-ループ平面振幅の温度依存実部のくり込み可能性を調べ､

Neyeu-Scherkの正則化法を実際に適用し､温度依存実部がゼロエネルギーにおいてゼロになる

ことを確かめた｡さらに､有限温度におけるmasslessrectorbosonの 1-ループ平面振幅の

温度依存虚部は､Neyeu-Scherlの正則化法を用いずに､ゼロエネルギーにおいてゼロになるこ
ヽ
とを示した｡以上のことから得られた結果は次のとおりである｡第 1に､有限温度における

masslessrectorbosonの 1-ループ平面振幅に現われる赤外発散のうちtachyontadpoleに

よる発散は､ゼロ温度の場合と同様､有限温度においてもGSO射影によって無 くなっているこ

とがわかった｡第 2に.赤外発散のうちdilatontadpoleによる発散について次のことが明か

になった｡温度領域β-L<β h-lにおいてdilatontadpoleによる発散は現われないCここで
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βJl-1/7r√ 2α′である｡ また､温度領域 β{1≦β~l<-において出現するdilaton
tadpoleによる発散はNcyeu-Scherlsubtractionにより除去可能である.さらに､赤外発散の

うち見かけ上の 1次発散は､温度によらず､Neyeu-ScherkofトsheH continuationにより回

避できる｡ したがって､Neveu-Scherkの方法による有限温度 におけるnasslessyectoTboson

の 1-ループ平面振幅の正則化をとおして､IRTPに基づ くTFD形式での Ⅰ型ⅣSR開超弦の 10次

元時空における超対称性とゲージ不変性の熱的安定性が任意の有限温度において保証されるこ

とが明かになった｡第 3に､ Ⅰ型NSR熱的開超弦の くり込みに関する臨界温度として､一般に

知 られていた Ⅰ型NSR開超弦のHagedorn温度 β lt-Lよりも高い温度 β J lが現われることが確か

められた｡ この β J lは､LeblaBC1日 により温度の双対性の観点から指摘された混成弦の最高

温度と一致する｡

以上述べたIRTPに基づ くTFD形式は Ⅰ型NSR熱的開超弦に限らず､Ⅱ型NSR熱的閉超弦 およ

び混成弦の取扱 についても有効であると思われる｡ この形式により有限温度におけるⅡ型NSR

熱的閉超弦および混成弦の諸性質 を調べてみることは今後の興味深い研究課題である｡
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